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。
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特
集

特
別
展「
校
友
山
脈
─
明
治
大
学
の
教
育
と
人
材
─
」開
幕
報
告

こ
の
た
び
、
明
治
大
学
に
学
び
、
各
界
で
活
躍
す
る
代
表
的
な
卒
業
生
〈
校
友
〉
の
紹
介
を
主
題
と
す
る
、
特
別

展
を
開
幕
し
ま
し
た
。

校
友
と
は
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
大
学
関
係
者
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
こ
の
呼
称
は
日
本
で
は
じ
め
て
明
治
大

学
が
使
用
し
た
と
い
わ
れ
、
現
在
国
立・私
立
問
わ
ず
多
く
の
大
学
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
大
学
は
１
８
８
１

（
明
治
14
）
年
の
創
立
以
来
、
58
万
人
超
の
校
友
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
展
示
タ
イ
ト
ル
の
「
校
友
山
脈
」
と
は
、

明
治
大
学
の
輩
出
し
た
校
友
の
重
畳
・
連
な
り
を
「
山
脈
」
に
た
と
え
た
も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
顕
著
な
功
績
を

残
し
た
数
多
の
校
友
す
べ
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
展
示
で
は
〈
古
今
東
西
の
校
友
群
像
〉
の一端

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

校
友
山
脈
ウ
ォ
ー
ル
と
資
料
展
示

展
示
室
中
央
の
横
幅
11
メ
ー
ト
ル
近
く
に
わ
た
っ
て
「
校
友
山
脈

ウ
ォ
ー
ル
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
１
４
０
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
明
治
大

学
が
輩
出
し
た
校
友
の
な
か
か
ら
１
０
０
名
あ
ま
り
を
ウ
ォ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

校
友
は
、
①
法
曹
、
②
政
界
・
財
界
、
③
文
化
・
芸
術
、
④
ス
ポ
ー

ツ
の
4
分
野
か
ら
、生
年
順
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
掲
示
し
た
校
友

は
、
も
っ
と
も
生
年
が
早
い
利
光
鶴
松
氏
（
小
田
急
電
鉄
創
業
者　
１
８

６
３
年
生
ま
れ
）
か
ら
最
年
少
の
児
玉
雨
子
氏
（
作
詞
家
）
ま
で
生
年
で

お
よ
そ
１
３
０
年
の
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
4
分
野
の
校
友
関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。「
ご
存

じ
！
明
大
時
代
小
説
家
の
系
譜
」
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー
展
示
で
は
、
時
代

小
説
家
と
し
て
活
躍
し
た
4
名
の
作
家
（
子
母
澤
寛
・
佐
々
木
味
津
三
・

富
田
常
雄
・
五
味
康
祐
）
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

多
分
野
に
広
が
る
明
治
大
学
の
圧
倒
的
な「
校
友
山
脈
」の
連
な
り
を

体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

校
友
山
脈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

連
動
企
画
と
し
て
、
今
回
は
校
友
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
も
企
画
制

作
し
ま
し
た
。「
校
友
山
脈　
明
治
大
学
１
４
０
→
１
５
０
周
年　
１
５

０
人
の
卒
業
生
た
ち　

1/150 

―10/150

」（
守
屋
健
太
郎
監
督
）と

題
し
た
映
像
で
は
現
在
各
界
の
第一線
で
活
躍
す
る
校
友
10
名
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
学
び
・
経
験
が
実
社
会
で
役

立
っ
た
こ
と
、
あ
な
た
に
と
っ
て
明
治
大
学
と
は
？
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
展
示
室
ブ
ー
ス
で
上
映
す
る
ほ
か
、
明
治
大
学
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公
開
し
ま
す
（https://w

w
w

.
youtube.com

/user/m
eijiubiq

）。特
設
サ
イ
ト
か
ら
リ
ン
ク
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

明
治
大
学
の
教
育

校
友
た
ち
が
学
ん
だ
明
治
大
学
の
教
育
は
、現
在
ど
の
よ
う
な
段
階
に

至
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治
大
学
10
学
部
（
法
学
部
・
商
学
部
・

政
治
経
済
学
部
・
文
学
部
・
理
工
学
部
・
農
学
部
・
経
営
学
部
・
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
・
国
際
日
本
学
部
・
総
合
数
理
学
部
）
関
連
資

料
や
、
教
育
方
針
、
求
め
る
学
生
像
、
そ
し
て
卒
業
後
の
進
路
な
ど
を
パ

ネ
ル
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
で
ご
紹
介
し
た
校
友
は
、
巨
大
な
校
友
山
脈
の
ご
く一角
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
来
館
者
各
位
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
今
後
も
継

続
的
に
本
企
画
を
続
け
、
巨
大
な
山
脈
の
全
容
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま

す
。	

（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　
村
松
玄
太
）

校
友
山
脈
の
見
ど
こ
ろ
紹
介

今
回
の
特
別
展
で
心
惹
か
れ
た
も
の
は
菊
池
寛
が

佐
々
木
味
津
三
に
宛
て
た
追
悼
文
で
す
。展
示
の
パ
ネ

ル
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
菊
池
寛
も
か
つ
て
明
治
大
学

に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
大
学
を
志
し
、入
学
し

た
学
生
な
ら
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

菊
池
寛
と
言
え
ば
芥
川
賞・直
木
賞
を
つ
く
り
、
文
藝

春
秋
を
創
刊
し
た
人
で
す
。
彼
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た

作
家
は
数
多
く
、
佐
々
木
味
津
三
も
ま
た
そ
の一人

だ
っ
た
こ
と
が
こ
の
原
稿
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、今
回
の
展
示
で
は
〝
実
物
〟
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
箱
根
駅
伝
の
た
す
き
や
直
筆
の
色
紙
、往

年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
、
ど
れ
も
き
っ
と
訪
れ
た
人

の
心
に
や
さ
し
く
明
治
大
学
の「
同
心
協
力
」の
精
神

を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

博
物
館
学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

Ｓ
・
Ａ
（
情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
2
年
）

校
友
山
脈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

校
友
会
長
で
あ
る
北
野
大
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
拝
見
し
ま
し
た
。
明
治
大
学
の
昔
と
今
を
心
か
ら

愛
し
て
い
る
方
だ
と
感
じ
ま
し
た
。私
自
身
校
友
会
の

存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
活
動

が
な
さ
れ
て
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
第
11
代
学
長
で
あ
る

岡
野
加
穂
留
先
生
の「
方
言
の
聴
こ
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
」

に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
北
野
さ
ん
が
受
け
継
ぎ
、
校

友
会
の
奨
学
金
制
度
を
始
め
と
す
る
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
だ
と
思
い
ま

し
た
。

博
物
館
学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

Ｓ
・
Ｙ
（
商
学
部
１
年
）

会
期　
２
０
２
１
年
７
月
31
日（
土
）～
11
月
３
日（
祝・水
）

※
開
館
日・開
館
時
間
に
つ
い
て
は
博
物
館
特
設
サ
イ
ト
等

https://w
w

w
.m

eiji.ac.jp/m
useum

/exhibition/
koyusanm

yaku.htm
l 

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

展示入口

校友紹介ピクトグラム

表紙写真は校友山脈ウォール

ご存じ！明大時代小説家の系譜

学生広報アンバサダーが見た !
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学
生
同
士
が
交
流
を
深
め
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
今
年
度
、
学
生
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
募

集
し
ま
し
た
。21
名
が
4
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
活

動
を
開
始
、若
い
世
代
に
博
物
館
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
広
報
ツ
ー

ル
を
考
案
し
ま
し
た
。

博
物
館
の
見
所
や
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

の
ス
ポ
ッ
ト
を
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
「
め
い
じ
ろ
う
」

が
案
内
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
開
催
中
の
特
別
展「
校
友
山
脈
」

を
広
報
す
る
た
め
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
め
い
じ

ろ
う
」
と
と
も
に
チ
ラ
シ
を
配
布
、大
勢
の
在
学

生
が
注
目
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
別
展
に
関
し
、

学
生
向
け
学
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
媒
体
と
す

る
宣
伝
文
を
考
案
し
た
チ
ー
ム
の
成
果
は
、在
学

生
が
大
学
に
戻
っ
て
く
る

秋
学
期
の
開
始
前
後
か
ら

順
次
リ
リ
ー
ス
し
て
い
ま

す
。4

月
25
日
の
3
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出

に
際
し
て
は
東
京
都
か
ら
床
面
積
１
０
０
０
㎡

以
上
の
博
物
館
・
美
術
館
に
休
館
要
請
が
な
さ

れ
た
関
係
で
、一般
公
開
を
再
び
休
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
宣
言
解
除
後
、
6
月
21
日

か
ら一般
公
開
を
再
開
し
、
企
画
展
「
絵
図
が
語

明治大学博物館と南山大学人類学博物館は、2010 年より
交流協定を結び、相互の収蔵資料の交換展示などの共同事
業を行っています。2021 年度は、新型コロナウイルス感染
症の影響によりオンライン上で交換展示を開催します。

【期間】	 9月30日（木）～ 11月8日（月）
【公開場所】	 各館のホームページで公開します。
明治大学博物館ホームページ
https://www.meiji.ac.jp/museum/index.html
南山大学人類学博物館ホームページ
https://rci.nanzan-u.ac.jp/museum/

明
治
大
学
博
物
館

「
錦
絵
に
描
か
れ
た
捕
者
道
具
」

明
治
大
学
博
物
館
刑
事
部
門
で
は
、
犯
人
捕
縛
に
使
用
し
た
捕
者

道
具
や
そ
の
関
連
資
料
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、

関
連
資
料
の
中
か
ら
錦
絵
を
取
り
上
げ
、
錦
絵
に
描
か
れ
た
捕
者

道
具
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館

「
民
族
誌
資
料
に
見
る
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
利
用
の
か
た
ち

─
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
の
資
料
か
ら
─
」

今
回
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
国
な
ど
の
民
族
誌

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
共
通
点
は
ず
ば
り
「
タ
カ
ラ
ガ
イ
」
で
す
。

タ
カ
ラ
ガ
イ
を
加
工
し
た
も
の
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
で
装
飾
し
た
も
の
な

ど
、一素
材
と
し
て
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
に
注
目
し
ま
し
た
。

学生広報
アンバサダーの活動

新型コロナウイルス
感染症への対応

南山大学協定通信
明治大学・南山大学収蔵資料オンライン交換展示を開催します

オンラインコンテンツの充実

新型コロナウイルス感染拡大にともなう臨時休館を契機に、ホームページから
閲覧できるオンラインコンテンツの充実化を図っています。

企画展「因・伯・雲のやきもの─山陰の手仕事から」についても、会期が 4
月 26 日からの一般公開休止時期にまるまる重なってしまったことから、オンライ
ンコンテンツを制作することにしました。展覧会の雰囲気を味わっていただける
よう、会場の様子を撮影した動画にテロップを付したコンテンツとしました。

このコンテンツは、全国各地の博物館が発信するプログラム「おうちミュージ
アム」の活動の一環として、明治大学博物館のホームページ内において公開さ
れています。

企画展「因・伯・雲のやきもの─山陰の手仕事から」
の動画公開

おうちミュージアムとは？

子どもたちが自宅で楽しく学ぶことができるアイデアをオンライ
ンで提供する取り組みとして、北海道博物館の呼びかけによりス
タートしました。現在では全国各地の博物館・美術館がその取り
組みに参加しています。明治大学博物館でも、収蔵品の紹介・
解説などを中心に随時コンテンツを配信しています。

明治大学博物館×おうちミュージアム

上記リンクよりご覧いただけます。
2020 年秋以降に公開した収蔵品解説：
商品	「漆器」①～③（動画）
刑事	「江戸の物価と世直し一揆」（静止画）/「図解五拾五ヶ條」
	 「捕者道具　他」/「印章の話」/「高札」①②（以上、動画）

アクセスして
オンラインコンテンツを
楽しもう！

おうちで
博物館を
楽しもう！

人面　（パプアニューギニア） 講談一度読切　丸橋忠弥

る
内
藤
藩
の
歴
史
」
は
会
期
の
残
り
半
分
、一般

の
方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
7
月
12
日
の
４
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
発

出
後
は
、
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
取
り
得
る

と
い
う
判
断
か
ら
、
公
開
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
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展示
Zoom in!

外
山

　徹（
商
品
部
門
学
芸
員
）

　山陰
地
方
は
石
見
焼（
島
根
県
）を
除
く
と
ま
と
ま
っ

た
規
模
の
産
地
こ
そ
未
形
成
な
が
ら
、
鳥
取
・
島
根
両

県
合
わ
せ
て
70
社
以
上
と
、
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
窯
が
操
業
し
て
い
る
。
全
国
陶
器
市
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
れ
っ
き
と
し
た
や
き

も
の
産
地
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　明治
大
学
博
物
館
の
前
身
の
一
つ
旧
商
品
陳
列
館

は
、
1
9
5
0
年
代
後
半
か
ら
地
方
物
産
品
の
収
集
を

は
じ
め
た
。
1
9
5
9
年
に
日
本
橋
白
木
屋
で
開
催
さ

れ
た
中
国
五
県
物
産
展
で
ま
と
ま
っ
た
数
の
鳥
取
・
島

根
両
県
の
施
釉
陶
器
を
購
入
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
民

芸
品
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
山
陰
の
諸
窯
が
注
目
さ
れ
た

頃
で
、
1
9
6
5
年
に
は
現
地
に
出
向
い
て
資
料
収
集

を
お
こ
な
っ
た
。
2
0
1
6
〜
2
0
1
8
年
度
に
実
施

し
た
産
地
調
査
は
、
か
つ
て
の
収
集
品
に
対
す
る
再
評

価
を
目
的
と
し
、
今
ま
た
人
気
の
出
て
き
た
民
藝
の

テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
に
も
注
目
し
た
。

伝
統
の
形
成

地における古式製法の継承は、「伝統」に価
値を置き意図してそれを残したというより、
当地なりの合理性による印象が強い。山陰

地方の陶業には近代工業化による商品の量産・規格
化の過程で成立した安定的な流通経路も存在しな
かった。したがって、販路は個々の窯が各々の流儀
で開拓せざるを得ない。しかし、近隣のニーズや土
産物ばかりではなく、近年では高級で趣味性の高い
雑貨を扱う大都市圏のセレクトショップというチャ
ネルを持つ窯もある。旧来の流通システムの機能不
全が指摘される現状において、むしろ山陰における
状況こそが、今日的な手作りのやきもの流通のトレ
ンドを端的に表していると言える。

現
状
と
課
題

在、産地のステレオタイプな印象から離れ、
個々の窯ないしグループが独自性を追求す
る傾向がどこの産地にも見られる。暮らし

の器を製作しつつも、山陰の窯は製陶業というより
陶芸家という性格付けが似つかわしい。近隣で採取
される素材料を用いつつ、組み合わせの妙からオリ
ジナリティを生み出している点では、伝統から外れ
ているとは言いがたい。元来、他との比較において
際立った独自性があったとは言いがたく、古陶磁的
な産地カラーに創造性を遮られることがないが故で
はないだろうか。山陰の器は「やきものブーム」世
代よりもずっと下の若い世代に、感性で受け容れら
れているのだ。

伝
統
の
再
構
成

近代的な製法に依りながら、主に近代化の過程
において拡大を見てきた山陰地方の陶業は、「伝
統」というものを再考する上での問題提起をす

る格好の事例である。山陰の窯はほどよい相互の距離感
の中で地域のニーズに応えてきた感があり、「拡大→競合
→衰退」というサイクルにもまれにくく、生活スタイル
への適応で経営を継承し得たという側面がある。つまり、
増産の設備投資をして急激な生産力の拡張を図るという
過程を経ていない。地元で産出する胎土や釉薬原料の使
用、数ある連房式の薪窯の残存は、生産量に見合うだけ
の新方式導入のメリットが無かったからとも言える。

伝
統
の
継
承

牛ノ戸焼染分皿
鳥取市　1965年収集

布志名焼エッグベーカー（湯町窯）
島根県松江市　2018年受贈

法勝寺焼菓子鉢（松花窯）　
鳥取県南部町 1959年収集

出雲焼秋草の絵茶垸（楽山窯）
島根県松江市　2018年収集

ちゃわん

縁鉄砂呉須釉ボウル７寸（出西窯）
島根県出雲市　2018年収集

袖師焼ピッチャー
島根県松江市　
1959年収集

上神焼飾皿（中森窯）
鳥取県倉吉市　1965年収集

掛分青白釉徳利（因州中井窯）
鳥取市　2017年収集

※
会
期
は
4
月
30
日
〜
5
月
31
日
ま
で

前

当

現

せ
ゆ
う

そで し やき

ふちてっ さ ご す ゆう

〜
山
陰
の
手
仕
事
か
ら
〜

因･

伯･

雲
の
や
き
も
の

企
画
展

史という面では江戸時代以
来の窯に、鳥取藩池田家
御用の因

いん

久
きゅう

山
ざん

焼や松江藩
主大名茶人松平不

ふ

昧
まい

ゆかりの楽山窯
と布

ふ

志
じ

名
な

焼
やき

雲
うん

善
ぜん

窯
がま

が、民窯としては
鳥取の牛

うし

ノ
の

戸
と

焼
やき

や島根の布志名焼、
石見焼がある。また、近代に入って
後、さらには高度経済成長期以降の
開窯も相当数に上る。昭和の戦前期、
やきもの需要の変化や他所からの廉
価品の流入により山陰の窯場は苦境
に瀕していた。そうした中、古くか
らの手仕事の美を称揚する民藝運動
の指導者（吉田璋也、河井寛次郎、
バーナード・リーチら）はその持ち
味を生かしつつ、新たに都市住民の
ニーズに応え得るような商品の開発
を指導した（新作民藝運動）。
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収
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内
藤
家
文
書
の
中
に
は
岩
城
平
領
時

代
、
延
岡
領
時
代
な
ど
の
絵
図
が
含
ま

れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の一部
に
つ
い
て
は
明

治
大
学
博
物
館O

N
LIN

E

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、直
近

で
は
２
０
２
１
年
6
月
10
日
か
ら
7
月
7
日
ま
で
開
催
し
た「
絵
図
が

語
る
内
藤
藩
の
歴
史
」
展
で
展
示
公
開
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、絵
図

が
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
の

か
、
絵
図
の
管
理
と
い
う
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

つ
い
て
は
、
天
保
の
国
絵
図
作
成
時
の
絵
図
の
利
用
状
況
に
注
目
し

よ
う
。
天
保
の
国
絵
図
は
、天
保
６
（
１
８
３
５
）
年
に
国
絵
図
作
成

の
命
令
が
く
だ
さ
れ
、同
９
年
に
完
成
し
た
。
内
藤
家
文
書
の
中
の
天

保
８
年
の
大
目
付
の
記
録
に
は
、「
御
国
絵
図
御
用
」
の
た
め
に
「
御

絵
図
」
が
調
べ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
関
連
記
事
を

示
す
（
注
１
）。

ま
ず
1
月
13
日
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

一、　
御
国
絵
図
御
入
用
ニ
付
、
御
朱
印
御
長
持
開
封
仕
候
ニ
付
、

御
納
戸
掛
合
次
第
登　
城
可
仕
旨
御
用
番
申
聞
候

一、　
右
同
断
ニ
付
当
役
兎
毛
、
御
納
戸
役
山
田
源
吾
、
白
土
與

七
郎
、
御
土
蔵
方
樋
口
次
郎
八
、
登

　
　
城
仕
、
御
廣
間
当
番
末
永
小
兵
衛
、
濱
沢
乙
次
郎
よ
り
御

枚
」、「
宮
崎
郡
絵
図　
壱
枚
」
が
、「
入
記
之
外
」
と
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。「
御
広
間
御
長
持
入
日
記
」
の
本
文
の
書
き
上
げ
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
こ
の
３
点
の
絵
図
も
長
持
ち
に
入
れ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る
（
注
４
）。

「
御
広
間
御
長
持
入
日
記
」
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
朱
印
状
や
領
知
目

録
な
ど
は
、
内
藤
家
の
所
領
支
配
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
他

の
藩
の
行
政
的
な
記
録
な
ど
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
城
の
広
間
に
別
置
さ
れ
厳
格
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
絵

図
の
内
容
に
関
す
る
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
が
、上
記
８
点

の
絵
図
は
、
そ
の
名
称
か
ら
内
藤
家
の
所
領
や
領
境
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
が
窺
え
、そ
こ
に
「
御
広
間
御
長
持
入
日
記
」
に
書
き
上
げ
ら

れ
た
他
の
記
録
類
と
共
通
す
る
性
格
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
8
点
の
絵
図
も
ま
た
、内
藤
家
の
所
領
支
配
の
根
幹
に
関
わ
る
記

録
と
し
て
大
広
間
の
長
持
ち
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

管
理
の
あ
り
方
か
ら
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
絵
図
が
単
な
る
地
理

的
な
情
報
以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

注
１　

以
下
の
引
用
は
、天
保
8
年「
江
戸
延
岡
来
状
留
」（『
内
藤
家
文
書
』１
─

18
─

12
）よ
り
。

注
２　

な
お
、天
保
８
年
の
大
目
付
の
記
録
を
確
認
す
る
と
、こ
こ
で
上
げ
た
事
例
を

含
め
て
4
回「
御
国
絵
図
御
用
」の
た
め
に
絵
図
が
調
べ
ら
れ
て
い
る
。他
の
記

事
も
引
用
し
た
史
料
と
同
じ
よ
う
な
内
容
で
、国
絵
図
の
御
用
の
た
め
に
調

べ
た
と
い
う
絵
図
が
具
体
的
に
何
で
あ
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

注
３　
こ
の
表
題
の
史
料
は
、『
内
藤
家
文
書
』2
─

11
─
１
９
４
の
史
料
番
号
で
2
冊
、

『
内
藤
家
文
書
』２
─

11
─
２
１
６
の
史
料
番
号
で
２
冊
、合
計
４
冊
伝
わ
っ
て
い

る
。そ
れ
ぞ
れ
同
じ
史
料
番
号
の
２
冊
は
、ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、注
記
文
言
な

ど
に
は
僅
か
に
差
が
あ
る
。『
内
藤
家
文
書
』2
─

11
─
１
９
４
の
方
は
、一
部
の

文
書
に
管
理
場
所
な
ど
を
変
更
し
た
旨
の
加
筆
が
あ
り
、『
内
藤
家
文
書
』2

─

11
─
２
１
６
は
そ
の
変
更
を
反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。本
稿
で
は
天
保

期
に
現
用
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い『
内
藤
家
文
書
』2
─

11
─
１
９
４
の

２
冊
の
史
料
を
素
材
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
。

注
４　
「
宮
崎
郡
絵
図
」に
つ
い
て
は
、天
保
８
年
４
月
27
日
に
入
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。ち
ょ
う
ど
国
絵
図
の
た
め
に
調
査
を
行
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

長
持
受
取
、
於
唐
之
間
開
封
之
上
、
右
御
絵
図
御
用
相
済
、

当
役
兎
毛
、
御
納
戸
役
白
土
與
七
郎
合
封
印
仕
、
上
封
印

者
御
土
蔵
方
樋
口
次
郎
八
仕
、
御
廣
間
当
番
右
両
人
江
引

渡
、
諸
事
前
々
之
通
無
滞
相
済
申
候

①
の一つ
書
に
は
、
国
絵
図
の
御
用
の
た
め
、「
御
朱
印
御
長
持
」
を

開
封
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
、
御
納
戸
か
ら
声
が
か
か
っ
た
ら
登
城
す

る
よ
う
に
と
大
目
付
に
指
示
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
登
城
し
て
か
ら
の
様

子
は
②
の一つ
書
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
で
、
当
役
兎
毛

（
大
目
付
の
大
嶋
兎
毛
）、
納
戸
役
の
山
田
と
白
土
、
土
蔵
方
の
樋
口

が
登
城
し
、
広
間
番
の
末
松
と
濱
沢
か
ら
長
持
ち
を
受
け
取
り
、
唐
の

間
で
こ
れ
を
開
封
し
た
。
絵
図
を
長
持
ち
か
ら
取
り
出
す
御
用
が
終

わ
っ
た
の
で
、
長
持
ち
を
閉
め
て
、
大
目
付
大
嶋
と
納
戸
役
の
白
土
が

合
封
印
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
土
蔵
方
の
樋
口
が
上
封
印
を
し
、
広
間

番
の
二
人
に
長
持
ち
を
引
き
渡
し
た
、
と
あ
る
。

続
い
て
、
1
月
16
日
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

一、	

御
国
絵
図
御
用
相
済
、
御
朱
印
御
長
持
江
相
納
申
候
ニ
付
、

当
役
兎
毛
、
御
納
戸
役
山
田
源
吾
、
白
土
與
七
郎
、
御
土

蔵
方
樋
口
次
郎
八
、
登　

	

城
仕
、
御
廣
間
当
番
大
嶋
武
造
、
猪
狩
汀
よ
り
御
長
持
請

受
、
於
唐
之
間
開
封
之
上
、
右
御
絵
図
相
納
、
当
役
兎
毛
、

御
納
戸
役
白
土
與
七
郎
合
封
印
仕
、
上
封
印
御
者
御
土
蔵

方
樋
口
次
郎
八
仕
、
大
廣
間
当
番
右
両
人
江
引
渡
、
諸
事

前
々
之
通
無
滞
相
済
申
候

す
な
わ
ち
、国
絵
図
の
御
用
が
す
ん
だ
の
で
、「
御
朱
印
御
長
持
」
へ

の
収
納
の
た
め
に
、
大
目
付
大
嶋
と
、
納
戸
役
の
山
田
と
白
土
、
土
蔵

方
の
樋
口
が
登
城
し
た
。広
間
番
の
大
嶋
と
猪
狩
か
ら
長
持
ち
を
う
け

と
り
、
唐
の
間
で
長
持
ち
を
開
封
し
、
絵
図
を
納
め
、（
長
持
ち
の
ふ

た
を
し
て
）
大
目
付
大
嶋
と
納
戸
役
の
白
土
が
合
封
印
を
お
こ
な
い
、

さ
ら
に
土
蔵
方
の
樋
口
が
上
封
印
を
し
、広
間
番
の
二
人
に
長
持
ち
を

引
き
渡
し
た
、
と
あ
る
。

こ
の
記
事
か
ら
、
城
の
広
間
に
置
か
れ
た
「
御
朱
印
御
長
持
」
の
中

に
絵
図
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
長
持
ち
は
厳
格
に
管
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
（
注
２
）。
13
日
の
記
事
は
、
絵
図
を
取
り
出
す
た

め
の
長
持
ち
の
開
封
・
封
印
に
大
目
付
が
立
ち
会
っ
た
際
の
記
録
、
16

日
の
記
事
は
絵
図
を
戻
す
た
め
の
長
持
ち
の
開
封
・
封
印
に
大
目
付
が

立
ち
会
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
記
事
か
ら
は
、
通
常
長
持
ち
は
広
間

江
戸
時
代
に
お
け
る

絵
図
の
管
理

日
比
　
佳
代
子（
刑
事
部
門
学
芸
員　

日
本
近
世
史
）

右│『御広間御長持入日記』。「厳有院様御代長山様御拝領　一、御朱印　壹通」とある。厳有院は徳川家綱、長山は内藤忠興（帯刀）のこと。
中│広間の長持ちで管理されていたと考えられる所領安堵の朱印状（写真はその写）「厳有院様御朱印写」（『内藤家文書』3-23-3-1）。
左│朱印状を包んでいた包紙、「厳有院様　御朱印写」の付札がある。

「江戸延岡来状留」
1月13日条

番
の
管
理
下
に
あ
る
こ
と
、
長
持
ち
を
開
封
す
る
際
に
は
大
目
付
、
納

戸
役
、
土
蔵
方
が
立
ち
合
う
こ
と
、
そ
の
際
に
は
広
間
番
か
ら
長
持
ち

を
受
け
取
っ
て
唐
の
間
に
移
動
し
、
唐
の
間
で
開
封
す
る
こ
と
、
中
身

を
取
り
出
し
て
閉
め
た
ら
大
目
付
と
納
戸
役
が
合
封
印
を
、
土
蔵
方

が
上
封
印
を
し
て
広
間
番
に
返
す
こ
と
、
出
し
た
も
の
を
戻
す
際
に
も

同
じ
手
続
き
を
行
う
こ
と
、
な
ど
が
分
か
る
。
②
と
③
の一つ
書
の
最

後
に
は
、「
諸
事
前
々
之
通
無
滞
相
済
申
候
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
長
持
ち
の
管
理
は
「
前
々
」
か
ら
ず
っ
と
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
大
目
付
は
監
察
的
立
場
か
ら「
御
朱
印
御
長
持
」の
立
ち
合
い
を

行
い
、
そ
の
た
め
に
、
大
目
付
の
記
録
に
絵
図
の
こ
と
が
出
て
き
て
い

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
絵
図
で
は
な
く
「
御
朱
印
」
を
長
持
ち
か
ら
出
す
際
も

同
様
の
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
上
記
に
引
用
し
た
の
と
同
じ
大

目
付
の
記
録
の
中
に
、
前
年
12
月
の
「
御
朱
印
御
寒
干
」
と
6
月
の

「
御
朱
印
御
虫
干
」
に
関
す
る
記
録
が
あ
り
、
こ
の
時
も
大
目
付
と
納

戸
役
と
土
蔵
方
が
登
城
し
て
、
広
間
番
か
ら
長
持
ち
を
受
け
取
っ
て
同

じ
手
続
き
で
開
封
・
封
印
を
し
て
い
る
。

で
は
こ
の
「
御
朱
印
御
長
持
」
に
は
ど
の
よ
う
な
絵
図
が
入
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
の
が
「
御
広
間
御
長
持
入
日
記
」
で
あ

る
（
注
３
）。
こ
の
史
料
は
、
広
間
に
置
か
れ
た
長
持
ち
の
中
身
を
示

し
た
も
の
で
、幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
所
領
安
堵
の
朱
印
状
や
領
知
目

録
を
始
め
、
官
位
に
関
わ
る
口
宣
案
や
宣
旨
、
位
記
、
内
藤
家
の
系

図
、
秀
忠
や
家
康
か
ら
与
え
ら
れ
た
黒
印
状
、
郷
村
高
辻
帳
、
絵
図

な
ど
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
絵
図
に
関
し
て
は
新
規
に
入
れ
た
り
、

管
理
場
所
を
土
蔵
に
移
し
た
り
と
い
っ
た
情
報
が
加
筆
さ
れ
て
お
り
、

他
の
も
の
よ
り
出
入
り
が
あ
る
。
天
保
８
年
段
階
で
は「
日
向
国
延
岡

高
千
穂
絵
図　
壱
枚
」、「
豊
後
大
分

速
見

国
東
郡
村
絵
図　
壱
枚
」、「
日
向
国

宮
崎
郡
太
田
組
村
絵
図　
壱
枚
」、「
豊
後
国
境
目
梓
山
絵
図　
壱
枚　

箱
入
」、「
日
向
国
宮
崎
郡
村
仮
絵
図　
壱
枚
」
の
５
口
が
ひ
と
箱
に
入

れ
ら
れ
、
長
持
ち
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
絵
図
の
書

き
上
げ
部
分
に
は
、
付
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
付
箋
に
は
「
御
引
渡
之

豊
後
国
絵
図　
壱
枚
」、「
日
向
国
山
陰
村
之
内
寺
廻
門
絵
図　
壱
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か
らO

w
ner

へ
と
変
化
し
た
。

作
り
手
も
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
手
に
入
れ
、
自
ら

の
情
報
を
発
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
モ
ノ
に
関
す

る
情
報
か
ら
モ
ノ
が
成
立
す
る一連
の
循
環
に
関
わ
る
情
報
へ
と
、

発
信
内
容
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、産
地
の
自
然
環
境
で

あ
る
と
か
、
土
地
の
産
物
、
作
り
手
の
生
活
実
践
、
商
品
の
使

用
例
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
り
手
は
注
文
通
り
に
作
業
を
こ

な
す
職
人
か
ら
、
自
ら
の
哲
学
に
よ
っ
て
作
品
を
生
み
出
す

Artist

と
な
っ
た
。
伝
統
工
芸
へ
の
美
術
的
付
加
価
値
は
し
ば
ら

く
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
モ
ノ
の
姿
・
形
ば
か
り

に
で
は
な
く
、
作
り
手
の
人
と
し
て
の
表
現
活
動
に
こ
そ
存
在
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
．高
い
品
質
へ
の
国
際
的
評
価

広
島
県
熊
野
町
の
化
粧
筆
は
２
０
１
１
年
の
Ｗ
杯
に
優
勝
し

た
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
対
す
る
国
民
栄
誉
賞
の

副
賞
と
な
っ
た
こ
と
か
ら一躍
注
目
さ
れ
た
が
、そ
の
以
前
か
ら
高

い
品
質
に
よ
っ
て
世
界
の一流
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
認

め
る
も
の
だ
っ
た
。
加
工
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
素
材
の
吟

味
が
重
要
な
要
素
で
、こ
れ
は
書
筆
（
熊
野
筆
）
の
伝
統
が
土
台

に
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
世
界
的
に
有
名
な
刃
物
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
ヘ
ン
ケ
ル
ス
（
独
）
が
技
術
提
携
の
た
め
岐
阜
県
関
市
（
関

打
刃
物
）
に
生
産
拠
点
を
設
け
た
こ
と
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
し
、

同
社
が
所
在
す
る
刃
物
の
産
地
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
メ
ー
カ
ー
が

越
前
打
刃
物
（
福
井
県
）
を
採
用
す
る
な
ど
、
和
包
丁
の
切
れ

味
に
対
す
る
評
価
も
高
い
。
ま
た
、和
紙
は
画
仙
紙
や
写
真
作
品

の
プ
リ
ン
ト
用
紙
と
し
て
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
。
通
常
の
印
画
紙
と
違
っ
て
、
和
紙
は
イ
ン
ク
が
繊
維
に

沈
み
込
む
仕
組
み
だ
が
、因
州
和
紙
（
鳥
取
県
）
を
用
い
た
写
真

展
の
作
品
に
は
、特
大
の
写
真
の
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
奥
行
き

感
に
驚
い
た
。

こ
れ
ら
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
と
モ
ノ
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、日

本
の
伝
統
工
芸
の
技
術
を
土
台
に
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
発

想
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
結
果
、
高
い
評
価
を
得
た
事
例
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
明
治
維
新
以
来
、欧
米
の
後
ろ
姿
を
追
い
続
け
、本

家
を
凌
駕
す
る
技
術
革
新
を
成
し
遂
げ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

一転
、
停
滞
局
面
に
陥
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ

き
先
端
技
術
が
、実
は
古
く
か
ら
の
日
本
の
伝
統
の
中
に
存
在
し

た
の
で
あ
る
。

３
．「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」の
発
信

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、行
政
の
側
も
積
極
的
な
動
き
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
済
産
業
省
は
、各
地
の
物
産
や
景
勝
地
ま
で
を
セ
レ
ク
ト
し

て
ア
ピ
ー
ル
す
るThe W

onder 500

を
２
０
１
５
年
に
発
表

し
、
海
外
に
対
す
る
日
本
産
品
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
開
始
す
る
が
、
そ

の
中
に
は
伝
統
的
工
芸
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。東
京
都
も
ま

た
、「
東
京
き
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
０
１
６
年
に
発
足
、
モ

デ
ル
事
業
の
募
集
と
支
援
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
開
始
し
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
伝
統
工
芸
を
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
し
て
表
現
す

る
の
で
は
な
く
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
も
の
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

技
術
を
内
在
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
デ
ザ
イ
ン
上
は
無
国
籍
な
イ

メ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

民
間
に
お
い
て
も
、
日
本
で
最
も
ス
テ
ー
タ
ス
の
高
い
商
業
地

区
の
象
徴
的
な
施
設
と
し
てG
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が
２
０
１
７
年
に

オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
漆
器
や
燕
鎚
起
銅
器
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
り
海

外
ブ
ラ
ン
ド
の
向
こ
う
を
張
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
東
京

五
輪
の
開
催
を
数
年
後
に
控
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
を
意
識

し
た
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
１
度
目
の
東
京
五
輪
で
は
経
済
躍
進

に
よ
り
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
２

度
目
は
長
い
歴
史
と
成
熟
し
た
文
化
を
持
つ
国
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
目
算
は
外
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
と
は
言
え
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
世
界
に
発
信
す

る
動
向
は
こ
れ
か
ら
も
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
冷
静
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ

ら
の
商
品
は
国
民
の
誰
も
が
手
に
す
る
よ
う
な
日
用
品
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
代
工
業
化
の
帰
結
と
し
て
、
手
作
り

の
文
化
は
、
前
近
代
に
お
け
る
よ
う
な
最
低
限
の
実
用
性
と
い
う

普
及
品
で
は
あ
り
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
産

地
の
規
模
は
縮
小
し
、一握
り
の
勝
ち
組
が
生
き
残
っ
て
い
る
状
況

に
は
違
い
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
贅
沢
品
と
し
て
敬
遠
す
る

ば
か
り
で
は
い
け
な
い
。
誰
し
も
が
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
時
代

が
到
来
す
れ
ば
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
は
発
展
を
続
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

※
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
。手
作
り
の
工
芸
を
称
揚
し
た
民
藝
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
柳

宗
悦
の
息
子
。家
具
や
キ
ッ
チ
ン
ア
イ
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
世
界
的
な
評
価

を
受
け
る
。

個
人
的
な
事
情
か
ら
は
じ
め
る
が
、
２
０
０
４
年
に
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
の
新
博
物
館
が
開
館
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
、
伝
統
的

工
芸
品
の
産
地
調
査
に
出
向
け
な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
産
業

の
現
場
へ
再
び
通
い
始
め
る
の
は
２
０
１
１
年
の
夏
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
間
、
断
片
的
な
情
報
に
は
接
し
て
い
た
も
の
の
、
足
か
け
８

年
あ
ま
り
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
伝
統
的
工
芸
品
に
対
す
る
評
価

が
様
変
わ
り
し
て
い
っ
た
の
に
は
、
正
直
、
驚
き
で
あ
っ
た
。

１
．驚
く
べ
き「
変
化
」の
到
来

調
査
再
開
後
に
訪
ね
た
有
田
焼
（
佐
賀
県
）、
備
前
焼
（
岡
山

県
）
に
お
い
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、有
名
企
業
の
ロ
ゴ
や
ヒ
ッ
ト

商
品
を
手
が
け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
商
品
開
発
に
参
画
し
て
い
る

こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、昔
の
よ
い
も
の
を
写
す
と
い
う
、そ
れ
ま

で
の
伝
統
工
芸
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
手
法
と一線
を
画
す
る
動
向

で
あ
る
が
、
と
か
く
閉
鎖
的
な
空
間
で
あ
っ
た
伝
統
工
芸
の
産
地

に
風
穴
が
空
い
た
印
象
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
山

里
の
古
び
た
工
房
で
職
人
が
こ
つ
こ
つ
作
る
素
朴
な
器
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
は
、一見
、
伝
統
工
芸

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
別
次
元
の
商
品
に
思
え
た
。

山
陰
の
調
査
過
程
で
、
手
づ
く
り
の
陶
器
が
30
代
、
40
代
と
い

う
世
代
に
注
目
さ
れ
、
年
配
者
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
、
と
い
う

顧
客
動
向
を
聞
い
た
時
は
夢
で
も
見
て
い
る
気
が
し

た
。
こ
れ
に
は
、
ア
パ
レ
ル
のBEAM

S

が
立
ち
上

げ
たfennica

と
い
う
雑
貨
シ
リ
ー
ズ
の
柳
宗
理
※

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
よ

う
だ
。
す
で
に
２
０
０
０
年
前
後
の
調
査
に
お
い
て

も
、
器
を
使
う
空
間
全
体
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
と
い
う
視
点
か
ら
、売
り
込
む
先
は
食
器
業
界
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
高
級
雑
貨
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョッ
プ

だ
と
聞
い
て
い
た
が
、そ
の
動
向
が
い
よ
い
よ
眼
前
に
立
ち

現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
「
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
も
の
へ
の
使
い
手
の
注
目
と
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
と
い
う
文
化
が
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

自
分
が
作
っ
た
料
理
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信

す
る
な
ど
、
自
ら
の
こ
だ
わ
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
積
極
的
に

他
者
に
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
動
向
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
工
芸
品
は一過
性
の
消
耗
品
で
は
な
く
、
使
い
手
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
を
構
成
す
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
価
値
を
求
め
ら
れ
る

商
品
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
使
い
手
は
工
芸
品
のConsum

er

日本が誇るスーパー工芸品　広島県熊野町の化粧筆

備前焼の備煎シリーズ「イルカ」はプロダクトデザイ
ナーとのタイアップ商品

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
か
ら
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
へ

２
０
１
０
年
代
に
お
け
る
伝
統
的
工
芸
品
に
対
す
る
評
価
の
変
化

外
山  

徹（
商
品
部
門
学
芸
員  

地
域
文
化
論
・
博
物
館
学
）

fennicaシリーズの柳宗理ディレクション(出西窯・島根県)
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写
真
①
の
古
文
書
は
、
明
治
大
学
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の一つ
で
あ
る
。こ
の

資
料
に
は
「
炊
き
出
し
と
人
足
を
差
し
出
せ
、背
け

ば
村
を
焼
き
払
う
」
と
名
主
た
ち
を
脅
す
言
葉
が

書
か
れ
て
い
る
。
実
際
、
要
求
に
従
わ
な
か
っ
た
名

主
は
屋
敷
を
焼
き
払
わ
れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
。
差
出
人
は「
天
下
義
士
」。
こ
の
天
下
義
士
と

は一体
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
？

日
本
列
島
に
お
い
て
稲
作
が
普
及
し
て
き
た

紀
元
前
８
世
紀
～
４
世
紀
頃
、遠
く
離
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ
ネ
を
中

心
と
し
た
文
明
が
栄
え
て
い
た
。地
中
海
沿
岸
に
ポ

リ
ス
と
呼
ば
れ
る
小
規
模
な
都
市
国
家
が
い
く
つ

も
起
こ
り
、
海
上
交
易
・
貨
幣
経
済
の
発
達
、
民

主
政
治
の
出
現
、
哲
学
・
芸
術
活
動
の
隆
盛
な
ど
、

後
の
西
洋
文
明
の
源
流
と
な
る
社
会
が
形
成
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
の
古
代
イ
タ
リ
ア
に
お

い
て
は
、
南
端
部
や
シ
チ
リ
ア
島
に
マ
グ

ナ
・
グ
ラ
エ
キ
ア
と
呼
ば
れ
る
ア
テ
ネ
の

参考文献
●	 府中市郷土の森博物館　2011年『府中市郷土の

森博物館ブックレット14　アウトローたちの江戸時
代～19世紀の府中の世相～』

●	 青木美智男　2004年『近世非領国地域の民衆運
動と郡中議定』ゆまに書房

●	 国立歴史民俗博物館　2004年『民衆文化とつくら
れたヒーローたち　アウトローの幕末維新史』

写真③：無宿長脇差取締の高札（高札50）

トロツェッラ

主要参考文献
●	 北原敦 2008「イタリアと都市ローマ」『イタリア史』山川出版社
●	 Maria Teresa Giannotta, Valeria Melissano (2010). Forma, tipo e 

produzione: primi risultati dallo studio delle trozzelle di Manduria.  
Il dialogo dei Saperi-Metodologie integrate per i Beni Culturali , 
2010, Edizioni Scientifiche Italiane, pp.291-310.

●	 D’Andria Francesco (1990). Archeologia dei Messapi . Editoria di 
Puglia.

幕
末
期
の    

浪
人
・
無
宿
人
た
ち

─

	

勝
見 

知
世

ト
ロ
ツ
ェ
ッ
ラ
─

古
代
南
イ
タ
リ
ア
の
壷
─
─川嶋 

陶
子

こ
の
騒
動
で

は
浪
人
や
無
宿
人

た
ち
が
天
下
義
士
を
名

乗
っ
た
。
浪
人
と
聞
く
と
、

主
人
の
い
な
い
武
士
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
幕
末
の
浪
人
は
武
装
化
し
た
な
ら
ず
者

を
指
す
場
合
が
あ
っ
た
。写
真
①
を
書
い
た
浪
人
も

そ
の
な
ら
ず
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、不
満
を
抱

え
た
農
民
た
ち
の
指
導
者
と
な
っ
て
騒
動
を
起
こ

し
、
裕
福
な
商
家
や
名
主
を
襲
い
略
奪
行
為
な
ど

を
行
っ
た
。

こ
の
騒
動
が
起
こ
る
前
の
18
世
紀
後
半
か
ら
、浪

人
や
無
宿
人
が
村
へ
金
銭
の
要
求
な
ど
行
う
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
幕
府
は
対
応
に
追
わ
れ
、

取
り
締
ま
り
を
行
う
。
文
化
2
年
（
１
８
０
５
）に

設
置
さ
れ
た
関
東
取
締
出
役
も
そ
の一環
で
あ
る
。

彼
ら
は
水
戸
藩
領
を
除
く
関
八
州
（
上
野
・
下
野
・

常
陸
・
上
総
・
下
総
・
安
房
・
武
蔵
・
相
模
）
で
博

奕
の
横
行
や
風
俗
な
ど
の
取
り
締
ま
り
を
し
た
。写

真
②
は
関
東
取
締
出
役
の
十
手
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

十
手
は
犯
人
捕
縛
時
に
刀
を
受
け
止
め
た
り
、
刀

を
持
つ
腕
を
叩
い
た
り
す
る
道
具
で
あ
る
。
そ
の
素

材
や
形
態
の
違
い
な
ど
か
ら
、自
身
の
身
分
を
表
す

も
の
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
浪
人
や
無
宿
人
た
ち
は
、
特
有
の
い
で
た

ち
を
し
て
い
た
。そ
の
い
で
た
ち
の一つ
が
長
脇
差
を

持
つ
こ
と
で
あ
る
。幕
府
は
長
脇
差
の
所
持
を
何
度

も
取
り
締
ま
っ
て
い
る
。
写
真
③
の
高
札
は
無
宿
長

脇
差
取
締
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
。
文
政
９
年
（
１

８
２
６
）
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
無
宿
は
長
脇
差

や
鑓
、
鉄
砲
を
持
っ
て
歩
き
、
狼
藉
に
及
ん
で
い
る
。

そ
れ
を
百
姓
た
ち
も
真
似
し
て
い
る
」、「
持
っ
て
い

る
だ
け
で
罪
の
有
無
関
係
な
し
に
死
罪
や
重
罪
に

す
る
」
と
武
器
の
所
持
を
禁
止
し
た
。

写
真
③
の
高
札
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、幕
末
に
は

治
安
が
悪
化
し
、
百
姓
ま
で
も
が
浪
人
や
無
宿
人

の
よ
う
に
武
装
し
て
い
く
世
の
中
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、写
真
①
に
あ
げ
た
よ
う
な
騒
動
が
起
こ
っ
た

際
に
、武
器
を
用
い
た
破
壊
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
今
回
取
り
上
げ
た
資
料
で
、幕
末
の
混

沌
と
し
た
情
勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
に
取
り
付
け
ら
れ
た
円
形
の

装
飾
で
あ
る
。ロ
ー
プ
と
そ
の
滑

車
の
よ
う
な
造
形
で
、円
形
部
分

に
は
ス
ポ
ー
ク
の
よ
う
な
線
画

が
描
か
れ
て
い
る
の
も
興
味
深

い
。
表
面
を
見
て
み
る
と
、口
縁

部
の
内
側
に
も
彩
色
が
施
さ
れ

て
お
り
、
取
っ
手
の
部
分
に
は
直

線
や
波
線
が
表
さ
れ
て
い
る
。首

の
部
分
に
描
か
れ
る
文
様
は
直

線
や
波
線
の
他
、一番
広
い
文
様

帯
に
は
菱
形
の
形
を
し
た
網
目

状
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

メ
ッ
サ
ピ
ア
文
化
は
紀
元
前
8

～
7
世
紀
頃
に
出
現
し
土
着
の

文
化
と
し
て
栄
え
た
が
、
前
4

世
紀
以
降
に
な
る
と
ギ
リ
シ
ア

や
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
影
響
を

強
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
、雷
文
や
動
植
物
文
な
ど

の
複
雑
な
文
様
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
結
果
、
次
第

に
独
自
性
を
失
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
ト
ロ
ツ
ェッ
ラ
と
い
う
壷
は
、
墓
の

副
葬
品
と
し
て
の
み
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、葬
送
儀

礼
に
関
係
す
る
器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特

に
興
味
深
い
の
が
、
身
分
の
高
い
女
性
の
墓
に
限
ら

れ
て
副
葬
さ
れ
て
い
る
点
で
、
ク
ラ
テ
ー
ル
（
混
酒

器
）や
武
器
な
ど
を
副
葬
す
る
男
性
の
墓
か
ら
は
出

土
し
な
い
。
メ
ッ
サ
ピ
ア
文
化
を
特
徴
づ
け
る
器
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
周
辺
文
化
の一形
態
と

し
て
、
ま
た
古
代
ロ
ー
マ
台
頭
前
に
お
け
る
イ
タ
リ

ア
の
多
様
性
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
大
変
興
味

深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

植
民
市
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ

い
て
は
言
語
や
文
化
の
異
な
る
民
族
が
各
地
に
定

住
し
て
お
り
、
政
治
的
に
も
統一さ
れ
た
社
会
で
は

な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
東
端
部
の
サ
レ
ン
ト
半
島
に

お
い
て
は
、
紀
元
前
7
世
紀
頃
か
ら
ダ
ウ
ニ
ア
、
ペ

ウ
ケ
テ
ィ
ア
、
メ
ッ
サ
ピ
ア
と
呼
ば
れ
る
勢
力
が
存

在
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
ア
ド
リ
ア
海
対
岸
の
バ
ル

カ
ン
半
島
西
部
か
ら
渡
っ
て
き
た
人
々
だ
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
文
化
も
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
な

ど
の
地
域
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
紹
介
す
る
収
蔵
品
は
、
ト
ロ
ツ
ェ
ッ
ラ

（Trozzella

）
と
呼
ば
れ
る
壺
で
、
メ
ッ
サ
ピ
ア
文

化
の
陶
器
で
あ
る
。
一番
目
を
引
く
の
は
、肩

か
ら
突
き
出
す
よ
う
な
取
っ
手
と
そ

南イタリアおよび周辺地図

写真①：「口演写」（山口村文書20－状－S－227）

写真②：
伝関東取締出役鉄製銀流し十手（名和コレクション54）



来館案内
展示室ご利用案内

図書室ご利用案内

ミュージアムショップ開室時間

◆開室時間
　平日　10:00 ～ 17:00（入館16:30まで）
　土曜　10:00 ～ 12:30
◆休館日
　夏季休業（2021年8月10日～ 16日）　
　冬季休業（2021年12月26日～ 2022年1月7日）
◆観覧料
　常設展無料
　特別展は有料の場合があります。

●	現在新型コロナウイルス感染症感染防止対策のた
め、オンラインによる事前予約制を導入していま
す。詳細は博物館ホームページをご覧ください。

●	ご利用は蔵書の閲覧・コピーのみとなります。
現在新型コロナウイルス感染症感染防止対策のため、展示室・図書
室・ミュージアムショップの開室日時については変更・臨時閉室する
場合がありますので、博物館ホームページで確認してください。

明治大学博物館　MUSEUM EYES（ミュージアム・アイズ）第77号
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　アカデミーコモン地階
【TEL】03-3296-4448　【HP】https://www.meiji.ac.jp/museum/
2021年9月28日発行　【印刷】株式会社チューエツ　【第77号製作スタッフ】日比佳代子・外山徹・林田真由子・川嶋陶子

開館時間については変更する場合がありますので
博物館ホームページでご確認ください。

◆開室時間
　平日 10：00～17：00（入館16：30まで）

◆休館日
　夏季休業日（8/10～8/16）
　冬季休業日（12/26～1/7）
　8月の土・日に臨時休館があります。

◆観覧料
　常設展無料。
　特別展は有料の場合があります。

展示室ご利用案内

　●　現在新型コロナ感染防止対策のため、学内関係者
のみ利用可能（オンラインによる事前予約制）です。
詳細は博物館ホームページをご覧ください。

　●　ご利用は蔵書の閲覧・コピーのみとなります。

図書室ご利用案内

来館案内
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フォトスタンドをご用意しましたので、
ご来館の記念にぜひご利用ください。

ミュージアムショップ開室時間
月～金10:00～16:30　土10:00～12:45
※日曜・祝日・大学が定める休日、8月1日～9月19日の土曜日は閉室
※日・祝の閉室は変更になる場合がありますので、ご来館の際は博物館ホームページでご確認ください。

博物館の入り口に、
かわいいフォトスポットができました！
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明治大学博物館（地階）

■交通機関
・ＪＲ御茶ノ水駅（中央線）から徒歩5分
・地下鉄御茶ノ水駅（丸ノ内線）から徒歩8分
・地下鉄新御茶ノ水駅（千代田線）から徒歩8分
・地下鉄神保町駅（新宿線・半蔵門線・三田線）
 から徒歩10分

と
り
か
た

開館時間については変更する場合がありますので
博物館ホームページでご確認ください。

◆開室時間
　平日 10：00～17：00（入館16：30まで）

◆休館日
　夏季休業日（8/10～8/16）
　冬季休業日（12/26～1/7）
　8月の土・日に臨時休館があります。

◆観覧料
　常設展無料。
　特別展は有料の場合があります。

展示室ご利用案内

　●　現在新型コロナ感染防止対策のため、学内関係者
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■交通機関
・ＪＲ御茶ノ水駅（中央線）から徒歩5分
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ミュージアム・アイズ　2021年　Vol.77

月～金　10:00 ～ 16:30　土　10:00 ～ 12:30
※日曜日・祝日・大学が定める休日および夏季・冬季休業は閉室
※販売品・価格・開室時間は変更する場合があります

明治大学校歌（山田耕筰自筆譜）両ポケットクリアファイル（税込価格150円）

〽白雲なびく……にはじまる明治大学校歌（児玉花外作詞　山田耕筰作曲）は、1920
（大正９）年に制定されました。この校歌は学生自らの手により完成した珍しい成立過程
を有していることで知られます。校歌制定から 100 年が経過したことを記念し、明治大
学で所蔵する山田耕筰校歌自筆譜面（1920 年）の影印と歌詞を掲げたダブルポケット
クリアファイルを制作しました。現在歌われていない初演時の「幻」の歌詞がみられる
のも注目です。初演時の歌唱を再現した映像への QR コード付き。

明治大学の伝統ある校歌が
クリアファイルに！


